
 

おいしいふくい食べきり運動の
福井県連合婦人会との共動 

 
福井県安全環境部循環社会推進課 

 おいしいふくい食べきり運動キャラクター 

   のっこさん 



「おいしいふくい食べきり運動」とは？ 

生ごみ削減を目的に、H18年度から実施 
 

    家庭やホテル・レストランなどで、おいしい 
    福井の食材を使っておいしい料理を作り 
 

    作られた料理をおいしく食べきって 
 

    残ってしまった料理は、 

    家庭では新たな食材としてアレンジ料理に 
   活用し、外食時には持ち帰って家庭で食べ 

    きろう                  という運動  
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県民が主役の運動 

「おいしいふくい食べきり運動」とは？ 

当初は行政を中心に、県民に対して啓発を実施 
 ・ちらしや啓発グッズを作成して、「おいしいふくい食べきり運動」を知って 
  もらう  
 ・運動に協力していただける飲食店や食品小売店を登録する 
   
 もっと多くの県民に「おいしいふくい食べきり運動」を知ってほしい。 

県民一人ひとりに届くようにしたい。 

福井県連合婦人会とともに啓発活動を行うことで 
「おいしいふくい食べきり運動」を拡大しよう！ 



【実施内容】 

  ① 婦人会会員の中から「食べきり運動推進員」を選出 

  ② 食品ロス削減のモニター調査 

  ③ 保育園での「食べきり学習会」の開催 

  ④ 地域のイベント等での食べきり運動啓発 

  ⑤ 全国に向けての発信  
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平成２５年度から、福井県連合婦人会での事業開始 

福井県連合婦人会と共動で啓発活動 



推進員は、地域の「おいしい食べきり運動」の中心となって活動 

                               （平成２８年度 約１２０名） 

 ・ 毎年、県内２ヵ所で推進員学習会を開催 

 ・食品ロスの現状や県の新たな取組みについての学習 

 ・活動方法をわかっていただくために、地域での啓発の実践例や保育園で 

  披露している紙芝居やダンスを実演 
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婦人会が会員から推進員を任命 

① 食べきり運動推進員 



 H２７年度 ６６名が調査 
 
 １ １週間の生ごみの量を計測 
   （賞味期限切れ、消費期限切れ、 
    食べ残し、調理くずに分類） 
 ２ 食品ロスを減らすためにできること 
   を学習 
 ３ 次の１週間、食品ロス削減にでき 
   ることを実践して、生ごみの量を 
   計測 

食べきりや水きりで、どれくらい生ごみが減るのか測定 

② 食品ロス削減モニター調査 

食べきり、水きりを実践すると 
生ごみは３０％減少！！ 

（g） 



 

 

・保育園を訪問し、食べ物や「食べきること」の大切さを伝えてもらう 

・寸劇、紙芝居、絵本の読み聞かせ、「食べきり運動のうた」のダンスを実施 

・子どもたちから両親へと「食べきり運動」を知ってもらい、家族全体での取組

みにつなげる 
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食べきり学習会の開催（H25～） 

③ 保育園での食べきり学習会の開催 

年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 
平成28年度
（予定） 

食べきり 
学習会開催数 

13園 
  

50園 
 

30園 
（7月～） 

50園 
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③ 保育園での食べきり学習会の開催 

 ○保育園にて（学習会の様子） 
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④地域イベント等での食べきり運動啓発 

食のイベントや夏祭りなどの機会に、地域で食べきり運動啓発 

・住民にとって身近な機会に身近な人から啓発 

・ちらしやアンケートを手渡したり、声をかけたり、１人ひとりに直接啓発 

・アンケート結果を婦人会の会報誌に掲載して、会員を通じて再度啓発 
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全地婦連の会報に掲載（第476号 H28.4.15発行） 

⑤ 全国に向けての発信 


